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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次
第44期
第１四半期
連結累計期間

第45期
第１四半期
連結累計期間

第44期

会計期間
自　平成24年４月１日
至　平成24年６月30日

自　平成25年４月１日
至　平成25年６月30日

自　平成24年４月１日
至　平成25年３月31日

売上高 （千円） 1,885,985 2,067,697 10,297,609

経常利益又は経常損失（△） （千円） △115,063 14,077 207,172

四半期（当期）純利益又は四半

期純損失（△）
（千円） △35,268 5,438 66,735

四半期包括利益又は包括利益 （千円） △48,762 1,661 99,833

純資産額 （千円） 5,894,514 6,047,664 6,061,013

総資産額 （千円） 9,674,200 9,782,124 9,688,809

１株当たり四半期（当期）純利

益金額又は四半期純損失金額

（△）

（円） △10.08 1.55 19.07

潜在株式調整後１株当たり四半

期（当期）純利益金額
（円） ─ ─ ─

自己資本比率 （％） 60.5 61.3 62.1

営業活動による

キャッシュ・フロー
（千円） 642,806 1,479,372 56,386

投資活動による

キャッシュ・フロー
（千円） 141,063 △58,276 △161,990

財務活動による

キャッシュ・フロー
（千円） △13,003 △109,125 △154,533

現金及び現金同等物の

四半期末（期末）残高
（千円） 1,809,580 2,218,119 906,148

　（注）１　当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載して

おりません。

　　　　２　売上高には、消費税等は含まれておりません。

        ３　潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しており

ません。

４　四半期連結財務諸表規則第５条の２第２項により、四半期連結キャッシュ・フロー計算書を作成しておりま

す。

 

２【事業の内容】

　当第１四半期連結累計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）が営む事業の内容について、重要な

変更はありません。また、主要な関係会社の異動もありません。

　なお、当第１四半期連結会計期間より報告セグメントの一部を変更しております。詳細は、「第４　経理の状況　

１　四半期連結財務諸表　注記事項（セグメント情報等）」に記載のとおりであります。　
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第２【事業の状況】

１【事業等のリスク】

　当第１四半期連結累計期間において、新たな事業等のリスクの発生、または、前事業年度の有価証券報告書に記載し

た事業等のリスクについての重要な変更はありません。

　

２【経営上の重要な契約等】

　当第１四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等は行われておりません。

 

３【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

(1）経営成績の分析

　当第１四半期連結累計期間におけるわが国経済は、円安の進行による輸出の回復など製造業を中心とした収益の

回復や企業の業況判断の改善が見られる中、海外景気の下振れが引続き我が国の景気を下押しするリスクがあるも

のの、景気は着実に持ち直しの動きが見られるようになりました。

　情報サービス産業におきましては、景気に持ち直しの動きは見られるものの、設備投資の回復には至っておらず、

企業のソフトウェア投資も弱含みで推移していることから、引続き厳しい状況が続いております。

　このような状況の中、当社および連結子会社（以下、当社グループ）では、公共分野および民間分野とも引き続き

受注拡大ならびに収益構造の改善に取り組んでまいりました。

　その結果、売上高は2,067,697千円（前年同期は1,885,985千円）、営業利益は5,641千円（前年同期は△127,099千

円）、経常利益は14,077千円（前年同期は△115,063千円）、当四半期純利益は5,438千円（前年同期は△35,268千

円）となりました。

　セグメントごとの業績を示すと、以下のとおりです。

　なお、当第１四半期連結会計期間より、報告セグメントの一部を変更しており、以下の前年同四半期比較について

は、前年同四半期の数値を変更後のセグメント区分に組み替えた数値で比較しております。

（公共事業セグメント）

　公共事業セグメントでは、水道事業および文教事業は堅調に推移いたしました。自治体向け基幹パッケージシステ

ム「超次世代電子行政システム（Ｇ.Ｂｅ_Ｕ（ジービーユー））」は、当期導入予定の案件に注力しております

が、受託計算サービスの引続き減少などにより、売上高は966,920千円（前年同期は904,855千円）、セグメント利益

は△13,580千円（前年同期は△40,353千円）となりました。

（社会・産業事業セグメント）

　社会・産業事業セグメントでは、ガス事業者向け基幹パッケージシステム「ＧＩＯＳ（ジーオス）」や印刷業向

けパッケージシステム 「ＰｒｉｎＴａｃｔ（プリンタクト）」、自動車部品製造業向けパッケージシステム「Ｒ

ＡＩＣ（ライク）」が堅調に推移いたしました。

　また、数年前から新規事業として取組んでまいりました、大手自動車メーカー向け組込ビジネスが好調に推移いた

しました。その結果、売上高は1,100,776千円（前年同期は981,130千円）、セグメント利益は192,706千円（前年同

期は97,472千円）となりました。
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(2）財政状態の分析

（流動資産）

　当第１四半期連結会計期間末における流動資産の残高は6,115,258千円となり、前連結会計年度末に比べ64,269千

円の増加となりました。これは主に、買掛金の支払や借入金の返済による現預金の減少要因がありましたが、たな卸

資産が増加した事等によるものであります。

（固定資産）

　当第１四半期連結会計期間末における固定資産の残高は3,666,866千円となり、前連結会計年度末に比べ29,045千

円の増加となりました。これは主に、ソフトウェア開発投資が増加した事等によるものであります。

（流動負債）

　当第１四半期連結会計期間末における流動負債の残高は2,310,342千円なり、前連結会計年度末に比べ120,698千

円の増加となりました。これは主に、賞与引当金が増加した事等によるものであります。

（固定負債）

　当第１四半期連結会計期間末における固定負債の残高は1,424,116千円となり、前連結会計年度末に比べ14,033千

円の減少となりました。これは主に、１年内に返済予定の長期借入金を流動負債に振替えた事等によるものであり

ます。

（純資産）

　当第１四半期連結会計期間末における純資産の残高は6,047,664千円となり、前連結会計年度末に比べ13,349千円

の減少となりました。これは主に、配当金の支払により利益剰余金が減少した事等によるものであります。

　

(3）キャッシュ・フローの状況

　当第１四半期連結累計期間における現金及び現金同等物（以下「資金」という。）は、前連結会計年度末に比べ

1,311,970千円増加し2,218,119千円となりました。

　当第１四半期連結累計期間における各キャッシュ・フローの状況は、次のとおりであります。

　営業活動によるキャッシュ・フローは、たな卸資産の増加及び仕入債務の減少等の減少要因がありましたが、売上

債権の回収等の増加要因により1,479,372千円（前年同期比＋836,565千円）の収入となりました。

　投資活動によるキャッシュ・フローは、開発投資による無形固定資産の取得等により58,276千円の支出（前年同

期は141,063千円の収入）となりました。

　財務活動によるキャッシュ・フローは、長期借入金の返済等により109,125千円（前年同期比＋96,121千円）の支

出となりました。

　 

(4）事業上及び財務上の対処すべき課題

　当第１四半期連結累計期間において、当社グループの事業上及び財務上の対処すべき課題に重要な変更及び新た

に生じた課題はありません。

 

(5）研究開発活動

当第１四半期連結累計期間の研究開発費の総額は46,048千円であります。
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第３【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

(1) 【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 8,000,000

計 8,000,000

 

②【発行済株式】

種類
第１四半期会計期間末現在
発行数（株）
（平成25年６月30日）

提出日現在発行数（株）
（平成25年７月30日）

上場金融商品取引所名又は登
録認可金融商品取引業協会名

内容

普通株式 3,510,000  3,510,000

東京証券取引所

ＪＡＳＤＡＱ

（スタンダード）

単元株式数

100株

計  3,510,000  3,510,000 ― ―

 

(2) 【新株予約権等の状況】

該当事項はありません。　

 

(3) 【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。

　

(4) 【ライツプランの内容】

該当事項はありません。

 

(5) 【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式総
数増減数
（株）

発行済株式総
数残高（株）

資本金増減額
（千円）

資本金残高
（千円）

資本準備金増
減額（千円）

資本準備金残
高（千円）

平成25年４月１日～

平成25年６月30日
─ 3,510,000 ─ 1,966,900 ─ 2,453,650

 

(6) 【大株主の状況】

当四半期会計期間は第１四半期会計期間であるため、記載事項はありません。
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(7) 【議決権の状況】

　当第１四半期会計期間末日現在の「議決権の状況」については、株主名簿の記載内容が確認できないため、記載

することができないことから、直前の基準日（平成25年３月31日）に基づく株主名簿による記載をしておりま

す。

 

①【発行済株式】

 平成25年６月30日現在

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式 ― ― ―

議決権制限株式（自己株式等） ― ― ―

議決権制限株式（その他） ― ― ―

完全議決権株式（自己株式等） 普通株式 　  11,000 ― ―

完全議決権株式（その他） 普通株式  3,497,500  34,975 ―

単元未満株式 普通株式  　　1,500 ― ―

発行済株式総数 3,510,000 ― ―

総株主の議決権 ―  34,975 ―

 

②【自己株式等】

 平成25年６月30日現在

所有者の氏名又は名称 所有者の住所
自己名義所有
株式数（株）

他人名義所有
株式数（株）

所有株式数の
合計（株）

発行済株式総
数に対する所
有株式数の割
合（％）

株式会社両毛システムズ
群馬県桐生市広沢町三丁目

4025番地
 11,000 ―  11,000  0.31

計 ―  11,000 ―  11,000  0.31

　 

２【役員の状況】

該当事項はありません。　
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第４【経理の状況】

１　四半期連結財務諸表の作成方法について

　当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府令

第64号。以下「四半期連結財務諸表規則」という。）に基づいて作成しております。 

　なお、四半期連結財務諸表規則第５条の２第２項により、四半期連結キャッシュ・フロー計算書を作成しておりま

す。　

 

２　監査証明について

　当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第１四半期連結会計期間（平成25年４月１日から平成

25年６月30日まで）及び第１四半期連結累計期間（平成25年４月１日から平成25年６月30日まで）に係る四半期連

結財務諸表について、新宿監査法人による四半期レビューを受けております。
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１【四半期連結財務諸表】　
(1)【四半期連結貸借対照表】

（単位：千円）

前連結会計年度
(平成25年３月31日)

当第１四半期連結会計期間
(平成25年６月30日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 710,903 1,702,310

受取手形及び売掛金 ※2
 2,539,390

※2
 1,009,595

リース投資資産 1,046,567 1,079,869

有価証券 － 100,000

たな卸資産 ※1
 276,171

※1
 507,487

その他 1,478,309 1,716,259

貸倒引当金 △352 △264

流動資産合計 6,050,988 6,115,258

固定資産

有形固定資産 937,068 922,934

無形固定資産

ソフトウエア 812,026 758,473

ソフトウエア仮勘定 109,106 148,151

その他 264,480 314,022

無形固定資産合計 1,185,614 1,220,647

投資その他の資産 1,515,137 1,523,284

固定資産合計 3,637,820 3,666,866

資産合計 9,688,809 9,782,124

負債の部

流動負債

買掛金 408,228 316,841

短期借入金 381,600 381,600

未払法人税等 39,520 21,014

賞与引当金 401,208 595,712

受注損失引当金 74,402 44,216

その他 884,684 950,957

流動負債合計 2,189,644 2,310,342

固定負債

長期借入金 532,200 461,800

その他 905,950 962,316

固定負債合計 1,438,150 1,424,116

負債合計 3,627,795 3,734,459

純資産の部

株主資本

資本金 1,966,900 1,966,900

資本剰余金 2,453,650 2,453,650

利益剰余金 1,585,359 1,576,844

自己株式 △8,513 △8,513

株主資本合計 5,997,396 5,988,880

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 16,512 11,797

その他の包括利益累計額合計 16,512 11,797

少数株主持分 47,104 46,986

純資産合計 6,061,013 6,047,664

負債純資産合計 9,688,809 9,782,124
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(2)【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】
【四半期連結損益計算書】
【第１四半期連結累計期間】

（単位：千円）

前第１四半期連結累計期間
(自　平成24年４月１日
　至　平成24年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自　平成25年４月１日
　至　平成25年６月30日)

売上高 1,885,985 2,067,697

売上原価 1,639,433 1,673,692

売上総利益 246,552 394,004

販売費及び一般管理費

給料及び手当 171,514 159,505

賞与引当金繰入額 36,593 41,427

その他 165,543 187,430

販売費及び一般管理費合計 373,652 388,363

営業利益又は営業損失（△） △127,099 5,641

営業外収益

受取利息 1,616 1,574

受取配当金 5,003 2,997

受取賃貸料 2,641 2,372

転リース差益 3,697 4,379

その他 3,964 2,504

営業外収益合計 16,924 13,827

営業外費用

支払利息 2,970 3,192

賃貸収入原価 875 637

その他 1,043 1,560

営業外費用合計 4,888 5,391

経常利益又は経常損失（△） △115,063 14,077

特別利益

固定資産売却益 57 －

特別利益合計 57 －

特別損失

固定資産売却損 28 －

固定資産除却損 0 32

投資有価証券評価損 1,296 －

特別損失合計 1,325 32

税金等調整前四半期純利益又は税金等調整前四半期
純損失（△）

△116,332 14,044

法人税等 △82,248 7,668

少数株主損益調整前四半期純利益又は少数株主損益
調整前四半期純損失（△）

△34,083 6,376

少数株主利益 1,185 937

四半期純利益又は四半期純損失（△） △35,268 5,438
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【四半期連結包括利益計算書】
【第１四半期連結累計期間】

（単位：千円）

前第１四半期連結累計期間
(自　平成24年４月１日
　至　平成24年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自　平成25年４月１日
　至　平成25年６月30日)

少数株主損益調整前四半期純利益又は少数株主損益
調整前四半期純損失（△）

△34,083 6,376

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 △14,679 △4,714

その他の包括利益合計 △14,679 △4,714

四半期包括利益 △48,762 1,661

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 △49,947 724

少数株主に係る四半期包括利益 1,185 937
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(3)【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】
（単位：千円）

前第１四半期連結累計期間
(自　平成24年４月１日
　至　平成24年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自　平成25年４月１日
　至　平成25年６月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前四半期純利益又は税金等調整前四
半期純損失（△）

△116,332 14,044

減価償却費 38,307 36,615

無形固定資産償却費 77,802 111,332

前払年金費用の増減額（△は増加） 13,280 △20,678

賞与引当金の増減額（△は減少） 154,262 194,504

受注損失引当金の増減額（△は減少） △3,690 △30,186

貸倒引当金の増減額（△は減少） △286 △87

受取利息及び受取配当金 △6,620 △4,571

投資有価証券評価損益（△は益） 1,296 －

支払利息 2,970 3,192

為替差損益（△は益） △31 443

固定資産売却損益（△は益） △28 －

固定資産除却損 0 32

売上債権の増減額（△は増加） 1,156,502 1,503,402

たな卸資産の増減額（△は増加） △383,541 △231,316

その他の流動資産の増減額（△は増加） △53,429 △31,723

仕入債務の増減額（△は減少） △378,274 △87,362

未払費用の増減額（△は減少） 11,097 30,696

その他の流動負債の増減額（△は減少） 75,876 10,548

その他の固定負債の増減額（△は減少） 58,106 8,086

小計 647,269 1,506,973

利息及び配当金の受取額 7,779 4,551

利息の支払額 △2,971 △3,092

法人税等の支払額 △9,270 △29,060

営業活動によるキャッシュ・フロー 642,806 1,479,372

投資活動によるキャッシュ・フロー

定期預金の払戻による収入 － 20,000

有価証券の売却による収入 200,000 －

投資有価証券の取得による支出 △30 △30

投資その他の資産の増減額（△は増加） 659 10,388

有形固定資産の取得による支出 △21,784 △9,972

無形固定資産の取得による支出 △37,780 △78,661

投資活動によるキャッシュ・フロー 141,063 △58,276

財務活動によるキャッシュ・フロー

長期借入金の返済による支出 － △70,400

リース債務の返済による支出 △13,003 △24,315

配当金の支払額 － △13,353

少数株主への配当金の支払額 － △1,056

財務活動によるキャッシュ・フロー △13,003 △109,125

現金及び現金同等物に係る換算差額 － －

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 770,865 1,311,970

現金及び現金同等物の期首残高 1,038,715 906,148

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※1
 1,809,580

※1
 2,218,119
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【注記事項】

（継続企業の前提に関する事項）

該当事項はありません。

　

（四半期連結財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理）

（税金費用の計算）

　当連結会計年度の税引前当期純利益に対する税効果会計適用後の実効税率を合理的に見積り、税引前四半期純利

益に当該見積実効税率を乗じて計算する方法を採用しております。　

　

（四半期連結貸借対照表関係）

※１　たな卸資産の内訳は、次のとおりであります。

 
前連結会計年度

（平成25年３月31日）
当第１四半期連結会計期間
（平成25年６月30日）

仕掛品 268,247千円 497,633千円

原材料及び貯蔵品 7,923 9,854

　

※２　四半期連結会計期間末日満期手形

  四半期連結会計期間末日満期手形の会計処理については、手形交換日をもって決裁処理をしておりす。な

お、当四半期連結会計期間末日が金融機関の休日であったため、次の四半期連結会計期間末日満期手形が四

半期連結会計期間末日残高に含まれております。

　
前連結会計年度

（平成25年３月31日）
当第１四半期連結会計期間　
（平成25年６月30日）

受取手形 2,162千円 5,439千円

　

　

（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係）

※１　現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸借対照表に掲記されている科目の金額との関係は、次

のとおりであります。

 
前第１四半期連結累計期間
（自  平成24年４月１日
至  平成24年６月30日）

当第１四半期連結累計期間
（自  平成25年４月１日
至  平成25年６月30日）

現金及び預金 966,880千円 1,702,310千円

有価証券 200,000 100,000

その他 822,700 595,808

計 1,989,580 2,398,119

預入期間が３か月超の定期預金 △180,000 △180,000

預入期間が３か月超の有価証券 － －

現金及び現金同等物 1,809,580 2,218,119

 

（株主資本等関係）

Ⅰ　前第１四半期連結累計期間（自　平成24年４月１日　至　平成24年６月30日）

　　該当事項はありません。

　

Ⅱ　当第１四半期連結累計期間（自　平成25年４月１日　至　平成25年６月30日）

　１　配当金支払額

（決議） 株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり配
当額（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

平成25年４月23日

取締役会
普通株式 13,995 4 平成25年３月31日平成25年６月21日利益剰余金

 

EDINET提出書類

株式会社両毛システムズ(E04855)

四半期報告書

12/16



（セグメント情報等）

【セグメント情報】

Ⅰ　前第１四半期連結累計期間（自　平成24年４月１日　至　平成24年６月30日）

　１　報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報　

（単位：千円）　

 
報告セグメント

合計
調整額
（注）１

四半期連結
損益計算書
計上額
（注）２

公共事業 社会・産業事業

売上高      

外部顧客への売上高 904,855　 981,1301,885,985 － 1,885,985

セグメント間の内部売上高

又は振替高
－　 － － － －

計 904,855　 981,1301,885,985 － 1,885,985

セグメント利益又は損失(△) △40,353　 97,472 57,119△184,218△127,099

（注）１　セグメント利益の調整額△184,218千円には、各報告セグメントに配分していない製造補助部門費

　　　　　△41,589千円及び全社費用△142,629千円が含まれております。全社費用は、主に報告セグメントに帰

　　　　　属しない一般管理費であります。　

２　セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

  　

Ⅱ　当第１四半期連結累計期間（自　平成25年４月１日　至　平成25年６月30日）

　１　報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報　

（単位：千円）　

 
報告セグメント

合計
調整額
（注）１

四半期連結
損益計算書
計上額
（注）２

公共事業 社会・産業事業

売上高      

外部顧客への売上高 966,920　 1,100,7762,067,697 － 2,067,697

セグメント間の内部売上高

又は振替高
－ － － － －

計 966,9201,100,7762,067,697 － 2,067,697　

セグメント利益又は損失(△) △13,580　 192,706179,125△173,484 5,641

（注）１　セグメント利益の調整額△173,484千円には、各報告セグメントに配分していない製造補助部門費

　　　　　△29,365千円及び全社費用△144,118千円が含まれております。全社費用は、主に報告セグメントに帰

　　　　　属しない一般管理費であります。　

２　セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

  

　２　報告セグメントの変更等に関する事項

　当第１四半期連結会計期間より、従来「社会・産業事業」に含めておりました文教事業を「公共事業」

に報告セグメントを変更しております。　

　なお、前第１四半期連結累計期間のセグメント情報は、変更後の報告セグメントの区分に基づき作成した

ものを開示しております。　
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（企業結合等関係）

当第１四半期連結会計期間（自　平成25年４月１日　至　平成25年６月30日）

　該当事項はありません。 

　

（１株当たり情報）

１株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

 
前第１四半期連結累計期間
（自　平成24年４月１日
至　平成24年６月30日）

当第１四半期連結累計期間
（自　平成25年４月１日
至　平成25年６月30日）

１株当たり四半期純利益金額又は四半期純損失

金額（△）（円）
△10.08 1.55

（算定上の基礎） 　 　

四半期純利益金額又は四半期純損失金額

（△）（千円）
△35,268 5,438

普通株主に帰属しない金額（千円） － －

普通株式に係る四半期純利益金額又は四半期

純損失金額（△）（千円）
△35,268 5,438

普通株式の期中平均株式数（千株） 3,498 3,498

　（注）　潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

　

（重要な後発事象）

　該当事項はありません。

 

２【その他】

平成25年４月23日開催の取締役会において、次のとおり剰余金の配当を行うことを決議いたしました。 

(1）配当金の総額………………………………………13,995千円

(2）１株当たりの金額…………………………………４円

(3）支払請求の効力発生日及び支払開始日…………平成25年６月21日

（注）　平成25年３月31日現在の株主名簿に記載又は記録された株主に対し、支払いを行います。

　

EDINET提出書類

株式会社両毛システムズ(E04855)

四半期報告書

14/16



第二部【提出会社の保証会社等の情報】
　該当事項はありません。 
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 独立監査人の四半期レビュー報告書 
 

平成25年７月30日

株式会社　両毛システムズ

取締役会　御中

 

新宿監査法人

 

 

 
指定社員

業務執行社員
 公認会計士 壬　　生　　米　　秋　　㊞

 

 

 
指定社員

業務執行社員
 公認会計士 末　　益　　弘　　幸　　㊞

 

  

　当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式会社両毛シス

テムズの平成25年４月１日から平成26年３月31日までの連結会計年度の第１四半期連結会計期間（平成25年４月１日か

ら平成25年６月30日まで）及び第１四半期連結累計期間（平成25年４月１日から平成25年６月30日まで）に係る四半期

連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書、四半期連結キャッ

シュ・フロー計算書及び注記について四半期レビューを行った。 

　

四半期連結財務諸表に対する経営者の責任

　経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結財

務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸表を

作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

　

監査人の責任　

　当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸表に対する結

論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して

四半期レビューを行った。

　四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質問、

分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認めら

れる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

　当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

　

監査人の結論　

　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認めら

れる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社両毛システムズ及び連結子会社の平成25年６月30日現在の財政

状態並びに同日をもって終了する第１四半期連結累計期間の経営成績及びキャッシュ・フローの状況を適正に表示して

いないと信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかった。

　

利害関係

　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

 

以　上

　

　（注）１　上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報告

書提出会社）が別途保管しております。

２　四半期連結財務諸表の範囲にはXBRLデータ自体は含まれていません。
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